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	背景
	NF-κB/Rel転写因子は、細胞質中で不活性な状態で存在し、阻害性IκBタンパク質と複合体を形成しています（1-3）。NF-κBを活性化する因子のほとんどは、リン酸化誘導性プロテアソームを介したIκB分解に基づく共通経路を介して活性化します（3-7）。この経路における重要な制御ステップは、高分子IκBキナーゼ（IKK）複合体の活性化であり、その触媒作用は通常、3つの密接に会合したIKKサブユニットによって行われます。
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	IKK ベータ抗体を使用した HeLa 溶解物中の IKK ベータのウェスタン ブロット分析。
	

	IKK ベータ抗体を使用したパラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	IKK ベータ抗体を用いた HeLa の IKK ベータの免疫蛍光分析。

